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１．目 的 

 VOC（揮発性有機化合物）は、長期的に暴露すると発がん等の健康影響があり、光化学ス

モッグの原因物質であるOx（光化学オキシダント）の生成にも関与することから大気汚染

防止法や大阪府生活環境の保全等に関する条例等により排出が規制されている。本報告は

規制の効果確認や施策の基礎資料とするため府域のVOC濃度を調査したものである＊。 

 

２．方 法 

調査は一般環境局として国設大阪局(平成10年～、以下大阪)、自動車沿道局として国設

四條畷局(平成10年～、以下四條畷)の２地点で、毎月１回24時間試料を採取した。調査項

目はVOC類58物質とアルデヒド類2物質である。分析は有害大気汚染物質モニタリングマニ

ュアルに基づきVOC類を容器捕集‐GC/MS法、アルデヒド類を固相捕集-HPLC法で測定した。 

 

３．結果および考察 

 平成19年度PRTR（化学物質排出移動量届出制度）届出排出量上位10物質を表１に、平

成20年度調査物質の濃度を図１に示す。図１と重複するものは斜体で示した。トルエンは

排出量、濃度共に最も高かった。両局共にPRTR届出対象ではないアセトン等含酸素化合

物が、濃度の約3割を占めていた。自動車排ガスの影響を受け、四條畷は大阪と比較して

トルエン、キシレンの濃度が高かった。図２に大気濃度の最も高いトルエンの排出量と濃

度の経年変化を示す。排出量が減少すると、大気濃度も減少する傾向が見られた。  
平成20年度大気濃度とMIR値(オゾン生成能の指標)からオゾン生成推計濃度を算出し、

VOCのオゾン生成寄与について考察した。濃度の高かった上位10物質を表２に示す。図１と

重複するものは斜体で示した。四條畷は大阪と比較してトルエン、キシレン類に加えアル

デヒド類の推計濃度が高かった。オゾン生成を抑えるためにはトルエン、キシレン、アル

デヒド類に加えて、PRTR届出対象ではない1,2,4-トリメチルベンゼンなどの削減が効果的

であると考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

*本調査の一部は環境省受託業務として実施した。 
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図２ トルエンの大気濃度と排出量  
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図１  平成 20 年度  局別 VOC 濃度  

表１  平成 19 年度  PRTR 排出量 (単位 : t /年 )  
1 トルエン 5950
2 キシレン 4010
3 ジクロロメタン 1450
4 エチルベンゼン 1300
5 ベンゼン 540
6 ホルムアルデヒド 480
7 トリクロロエチレン 360
8 1,3,5-トリメチルベンゼン 240
9 テトラクロロエチレン 230

10 アセトアルデヒド 200

表２  平成 20 年度 オゾン生成推計濃度上位 10 物質  

大阪 オゾン生成(μg/m3)
1 トルエン 83.4
2 キシレン類 45.9
3 1,2,4-ﾄﾘﾒﾁﾙﾍﾞﾝｾﾞﾝ 22.3
4 アセトアルデヒド 19.7
5 ホルムアルデヒド 19.1
6 メチルエチルケトン 13.6
7 エチルベンゼン 12.8
8 酢酸エチル 12.2
9 1,4-ジクロロベンゼン 11.6

10 n-ブタン 10.7

四條畷 オゾン生成(μg/m3)
1 トルエン 103.2
2 キシレン類 59.1
3 1,2,4-ﾄﾘﾒﾁﾙﾍﾞﾝｾﾞﾝ 29.4
4 アセトアルデヒド 26.9
5 ホルムアルデヒド 26.0
6 1,3,5-ﾄﾘﾒﾁﾙﾍﾞﾝｾﾞﾝ 14.6
7 エチルベンゼン 13.7
8 メチルエチルケトン 13.0
9 n-ブタン 11.0

10 メチルイソブチルケトン 10.3
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